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2005年度マクロ経済学の基礎 中間点テスト 

 
問題１ （２点×15） 

（１）需要曲線の形状は通常次のうちどれになるか。 

①右下がり ②右上がり ③垂直 ④水平 

（２）付加価値とは、生産額から何を引いたものか。 

①資本減耗 ②中間投入 ③間接税 ④補助金 

（３）マルサスは人口と食料のどちらの増加スピードが速いと考えたか。 

①どちらでもない ②食料 ③人口 

（４）失業率は、何に対する失業者の比率か。 

①就業人口 ②総人口 ③男子人口 ④労働力人口 

（５）次のうちストックのデータはどれか 

①マネーサプライ ②国内総生産 ③投資 ④消費 

（６）名目ＧＤＰが750兆円で、デフレーターが1.5のとき、実質ＧＤＰはいくらか。 

①750 ②1125 ③375 ④500 

（７）公的固定資本形成は、簡単な言葉で何と呼ばれるか。 

①設備投資 ②民間消費 ③公共投資 ④政府消費 

（８）1ドル100円から1ドル200円になることを何と呼ぶか。 

①円高 ②円安 

（９）新古典派が重視するのは、次のうちのどれか 

①市場メカニズム ②需要 ③政府 ④財政政策 

 

(10)次のうちからアダムスミスの著書を選べ 

①国富論 ②一般理論 ③資本論 ④経済学原理 

 

(11)生産物とそれに対応する労働力が次の表で与えられるとき、比較優位の原理に従えば、

日本は自動車と小麦のどちらを作ることになるか。 

①自動車 ②小麦 

 

国 生産物1単位を作る

のに必要な労働 日本 米国 

自動車 100人 90人 生

産

物 
小麦 120人 80人 
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下のグラフはそれぞれ何を表しているか。次のうちから選べ。 

①日経平均株価②消費者物価指数③実質ＧＤＰ成長率④失業率のなかからそれぞれ選べ。 
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問題２(20点) 

 経済主体間の経済活動を「賃金」と「労働力」の例にならい、答案用紙にできるだけ書

き込め。 
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問題３（5×4＝20点） 
 国民経済計算の諸概念について以下の値が与えられている。(Ａ)から（Ｂ）の値はいくら
になるか。 
 
最終消費支出  250 総固定資本形成  120 在庫品増加 10  
財・サービス輸出 60 財・サービス輸入 40 固定資本減耗 10 
間接税－補助金  20 海外からの要素所得の受取 20 
海外からの要素所得の支払 10 
 
国内総生産  （A） 
国民総生産 （Ｂ） 
国民純生産 （C） 
国民所得 （Ｄ） 

 

問題４（20点） 

 次の記事を読んで、国民経済計算と主婦労働の関係について論ぜよ。 

 

1998/01/16, 日本経済新聞 朝刊, 1ページ, , 586文字    
 正月の十五日、あるいはその前後三日間を小正月、女正月という。年末、年始、家事に

忙殺される女性を慰労する習慣だが、今や廃れつつあるようだ。出来合いのおせちやホテ

ルで過ごす時代に不要との見方もあるが、慰めより家事労働の正当な評価を、の声も聞か

れる。 
▼昨年末、「あなたの家事の値段はおいくらですか？」（大蔵省印刷局）という本が出た。

無償労働の値段を、経済企画庁が初めて試算した報告である。活動別、性別、年代別、都

道府県別など詳細だが、女性の場合、炊事、洗濯などの家事、買い物、育児、介護・看護、

社会的活動で年間八十四兆三千億円。男性は十四兆五千億円だった。 
▼女性一人当たりでは、炊事で五十三万円、洗濯二十五万円、買い物二十二万五千円、無

償労働全体では百六十万七千円。いずれも九一年の統計をベースに、家事などに充てた時

間に、時間当たり平均賃金をかけて割り出した。そんなに働いたと思うか、低すぎると感

じるか。この数字にも女性は男性の六割強という賃金格差が反映されている。 
▼小欄の上で連載中の「女たちの静かな革命」の世論調査では、女性の社会進出が進まな

い理由のトップに「家事や育児などハンディがある」ことが挙がった。無償労働のハンデ

ィで女性は八十四兆円を失った計算になる。銀行が抱える七十六兆円の「不良債権」も大

問題だが、家庭内の八十四兆円の背景も考えなければならない時が来ている。  
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問題５ （10点） 

 「どのような質問をするかで、その人がその事柄を理解しているかどうかがわかる」と

言われています。そのことを踏まえた上で、授業を聞いていて疑問に思ったことを書いて

ください。（疑問が何もないというのは、全部わかっているというより、まったくわかって

ない可能性のほうが高いので 0点）」 
 
（時間が余った人のためのクイズ） 

部下「赤の隣に緑を使ってもいいですか？」 
上司「ダメだ。」 
部下「赤と黒だけのところもあります」 
上司「そういうのもあるけどやっぱり青を使うのが一般的だろう」 
部下「黒だけじゃダメですか」 
上司「無しではないけど。赤は絶対使おうよ」 
この会社はなにを売っているのでしょう。 
（注）正解でも得点にはなりません 


